
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Pharmaceutical Sciences〉 Pharmaceutical Sciences (Doctor’s Degree) [⇒Japanese]

Special Lecture for Medicinal Biotechnology 2 units alternate-year(1st semester)

Kouji Itou〈Manager〉 · Professor / Pharmaceutical Chemistry, Daisuke Tsuji ·Assistant Professor / Pharmaceutical Chemistry, Part-time Lecturer

Target〉 ポストゲノム時代における生命科学，特に糖鎖生物学および幹細胞生物
学を基盤とした疾患の治療技術および治療法開発のための，糖鎖工学および
幹細胞工学的アプローチを紹介し，21世紀の創薬を担う研究者・技術者の視
点を養うことを目的とする．

Outline〉 ヒトゲノム DNAの全塩基配列の解読が完了し，ゲノム情報を利用し
て，ファンクショナルゲノミクス，プロテオミクス，グライコミクス，メタボ
ロミクスなどの新しい生命科学分野が発展している．本講義では，糖鎖生物
学および幹細胞生物学を基盤とした，疾患の発症・進展メカニズムの研究に
ついて解説するとともに，ゲノム創薬をはじめ，糖鎖工学，幹細胞工学およ
び再生工学などの先端技術による医薬品および治療法開発への応用に関する
トピックスを講述する．

Notice〉 毎週月曜日第 6講時 (18:15∼ 19:45)に講義を行う．該当日に出席できな
い場合はレポート提出等で出席を考慮する．

Schedule〉
1.授業ガイダンス+環境生物工学序論 (担当者: 伊藤 孝司)
2.糖鎖生物学と疾患 1 (担当者: 伊藤 孝司)
3.糖鎖生物学と疾患 2 (担当者: 外部講師)
4.グライコミクスとその応用 1 (担当者: 外部講師)
5.グライコミクスとその応用 2 (担当者: 外部講師)
6.グライコテクノロジーとその応用 (担当者: 外部講師)
7.ペプチド・タンパク質工学とその応用 (担当者: 外部講師)
8.脂質生物学と疾患 (担当者: 外部講師)
9.幹細胞生物学の最近の進歩 (担当者: 辻大輔)

10.幹細胞生物学と再生治療 (担当者: 辻大輔)
11.幹細胞工学と再生医療への応用 (担当者: 外部講師)
12.再生医療の現状と展開 (担当者: 外部講師)
13.がんの生物学と治療 (担当者: 外部講師)
14.抗がん剤開発の現状 (担当者: 外部講師)
15.組換え医薬品開発と現状 (担当者: 伊藤孝司)

Evaluation Criteria〉 出席状況とレポートにより評価する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217077
Contact〉
⇒ Itou (Institute for Medicinal Resources, +81-88-633-7290, kitoh@ph.tokush

ima-u.ac.jp) Mail (Office Hour: 特に指定しない．質問等はメールで受付け
，必要があれば伊藤(担当責任者)が面談する．)

Note〉
�平成 24年度前期開講
�随時講義資料としてプリントを配布する．
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